
鹿 児 島 建 設 新 聞 日刊 （日・月・祝翌日休刊） （第三種郵便物認可）5（ ） 8 月 日1 第 1 2 9 9 9平成25年 木( ))(2013 年 号

袷 安

庵 按？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

　
前
回
の
事
例
に
書
い

た
よ
う
に
、
経
験
値
は

そ
の
人
の
持
つ
力
を
成

長
さ
せ
る
大
き
な
糧
と

な
り
ま
す
。

　
災
害
自
体
は

起
き
な
い
こ
と

に
越
し
た
こ
と

は
な
い
の
で
す

が
、
日
本
と
い

う
国
は
災
害
大

国
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
昔
か
ら

多
く
の
大
災
害

に
見
舞
わ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も

災
害
は
想
定

を
越
え
た
も

の
で
あ
り
、

当
事
者
の
実

際
の
混
乱
は

言
葉
に
表
せ

ら
れ
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
分
県
竹
田
市
で
は

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
で

日
に
竹
田
土

木
事
務
所
自
体
が
浸
水

し
、
職
員
が
庁
舎
に
入

れ
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　
大
分
県
建
設
業
協
会

竹
田
支
部
で
は
、
災
害

発
生
後
２
時
間
で
対
策

本
部
を
支
部
に
設
置
し
、

ま
さ
に
阿
吽
（
あ
う
ん
）

の
呼
吸
で
の
発
注
者
と

の
連
携
が
行
わ
れ
、
協

定
に
基
づ
い
て
協
力
業

者
と
迅
速
な
対
応
を
行

い
地
元
の
混
乱
を
最
小

限
に
抑
え
る
動
き
を
し

た
の
で
す
。

　
本
庁
で
も
特
に
砂
防

関
係
で
は
現
場
が
山
奥

に
あ
り
　
道
路
や
河
川

と
比
べ
て
情
報
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
上
に
土
木
事
務

所
自
体
が
被
災
し
て
し

ま
う
と
情
報
が
入
っ
て

き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
空
か
ら
情
報

を
と
る
と
い
う
方
法
を

取
り
、
民
間
の
飛
行
機
、

防
災
ヘ
リ
を
使
っ
て
の

情
報
収
集
を
行
っ
た
そ

う
で
す
。

　
道
路
、
河
川
を
中
心

に
調
査
を
行
い
航
空
写

真
が
夕
方
に
は
で
き
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
写

真
を
見
な
が
ら
怪
し
い

と
こ
ろ
を
抽
出
し
て
次

々
に
指
示
を
行
い
、
職

員
、
建
設
業
者
と
タ
ス

ク
チ
ー
ム
を
組
ん
で
使

命
感
の
中
で
対
応
を
行

い
、
危
険
な
場
所
を
優

先
に
け
が
を
し
な
い
よ

う
に
、
二
次
災
害
が
起

き
な
い
よ
う
に
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
も

プ
ロ
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
淡
々
と
対
応
を
行
っ

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
時
の
気
持
ち
を

あ
る
方
が
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
「
想
定
さ
れ
た
通
り

に
被
災
が
起
き
、
ゾ
ク

ゾ
ク
し
た
！
」

　
生
活
を
守
る
た
め
に

ま
だ
ま
だ
危
険
性
を

持
っ
た
場
所
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

み
、
山
林
の
整
備
に
手

が
か
け
ら
れ
な
い
よ
う

に
な
り
、
山
肌
が
弱
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

も
要
因
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
話
も
あ

り
ま
し
た
。

　
竹
田
支
部
の
友
岡
支

部
長
は
、
当
た
り
前
の

こ
と
を
し
た
だ
け
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
集

中
豪
雨
と
な
る
１
カ
月

前
に
県
と
災
害
協
定
に

つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
た
ば
か
り
で
、

地
域
を
守
る
と
い
う
前

提
の
下
に
協
会
支
部
自

ら
が
中
心
と
な
っ
て
対

応
し
て
く
れ
た
こ
と
に

住
民
と
し
て
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
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「いつ起きるか分からない自然災害」

＝2012年の九州北部豪雨災害
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結
局
ギ
リ
ギ
リ
の
状

況
で
発
揮
さ
れ
る
力
は

理
論
で
も
決
め
ら
れ
た

フ
ロ
ー
で
も
な
く
、
受

発
注
者
が
お
互
い
に
持

つ
信
念
と
適
切
な
判
断

力
、
そ
し
て

信
頼
関
係
が

集
約
さ
れ
た

力
に
あ
る
の

で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
姿
を

見
る
こ
と
に

よ
り
地
域
の

人
々
も
被
災

者
と
い
う
立
場
を
乗
り

越
え
て
共
に
復
旧
さ
せ

る
と
い
う
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
す
。

　
こ
れ
は
き
れ
い
事
の

三
方
良
し
で
は
な
く
、

地
域
に
は
建
設
業
と
公

共
の
力
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
事
実
を
住
民
が

身
を
持
っ
て
感
じ
、
壁

が
打
ち
壊
さ
れ
た
瞬
間

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
目
の
前
で
民
家
が
流

さ
れ
濁
流
に
呆
然
と
す

る
姿
、
予
定
さ
れ
て
い

た
結
婚
式
も
中
止
と
な

り
安
否
を
心
配
す
る
ば

か
り
。

　
当
た
り
前
に
暮
ら
し

て
い
た
生
活
環
境
が
破

壊
さ
れ
、
途
方
に
暮
れ

る
地
域
住
民
の
中
を
黙

々
と
が
れ
き
処
理
や
生

活
道
の
確
保
に
動
く
建

設
業
者
、
そ
の
中
で
い

つ
の
間
に
か
被
災
者
自

ら
が
少
し
ず
つ
手
伝
う

よ
う
に
な
り
、
最
終
的

に
は
共
に
生
活
環
境
の

復
旧
を
行
う
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
囲
い
に
か
こ
ま
れ
た

見
え
な
い
現
場
で
は
な

く
、
地
域
そ
の
も
の
が

現
場
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
建
設
業
者
の
仕
事

と
役
割
が
見
え
る
よ
う

に
な
り
、
そ
こ
で
黙
々

と
作
業
を
す
る
姿
に
被

災
者
た
ち
も
前
を
向

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
気
持
ち

が
芽
生
え
て
き
た
の
で

す
。

　
「
俺
た
ち
は
な
、
感

謝
の
言
葉
を
求
め
て

地
域
の
人
た
ち
に
認
め

ら
れ
る
た
め
に
仕
事
を

し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
た
だ
黙
々
と
与
え

ら
れ
た
使
命
を
果
た
す

こ
と
が
俺
た
ち
の
仕
事

で
あ
り
、
そ
れ
を
結
果

と
し
て
第
三
者
が
評
価

し
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん

だ
」
。

　
あ
る
地
場
中
堅
建
設

業
の
社
長
の
言
葉
が
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
作
る
」
「
造
る
」

「
創
る
」
皆
さ
ん
の
会

社
は
ど
の
「
つ
く
る
」

を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
物
作
り
と
地
域
を

守
る
と
い
う
仕
事
を
通

し
て
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
創
る
、
そ
れ
が

建
設
業
の
原
点
で
あ

り
、
公
共
工
事
に
求
め

ら
れ
て
い
る
評
価
基

準
の
創
意
工
夫
に
当
た

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
し
て
そ
れ
が
差

別
化
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
喜
ん
で
く
れ
る
人
が

い
る
か
ら
こ
そ
の
公
共

工
事
で
は
な
い
か
、
あ

る
発
注
者
の
言
葉
で
し

た
。

自然災害は何もかもを奪う…。


